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１．谷地形における大気への懸念について
■谷地形における大気質予測の事例

至 海南IC

・近畿自動車道紀勢線 海南湯浅道路 下津ＩＣ ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近

気質 測 事

Ａ
予測位置：
和歌山県海南市
下津町橋本

予測位置：
横浜市栄区上郷

至 公田IC
B

B'

下津IC

道路規格 ４車線

公

至 釜利谷JCT

A'

道路規格 ４車線

設計速度 80 ㎞/h

計画
交通量

40,000台/日
車線数 6車線

設計速度 80 ㎞/h

計画
交通量

60,600台/日
（釜利谷 公田 ）至 有田IC

予測位置：
和歌山県海南市

津町橋本

交通量 （釜利谷JCT-公田IC）

予測位置：
横浜市栄区上郷

下津町橋本

予測断面 予測断面
2



・近畿自動車道紀勢線 海南湯浅道路 下津ＩＣ ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）

１．谷地形における大気への懸念について
近畿自動車道紀勢線 海南湯浅道路 下津ＩＣ 圏央道（金沢 戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）
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■予測値（二酸化窒素） 単位

予測位置

※Ｈ８アセス時

予測位置

■予測値（二酸化窒素） 単位※Ｈ２４環境照査時■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
（台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H22年
40 000 0 0039 0 010 0 014 0 027

環境保全

※Ｈ８アセス時 ■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
（台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H42年
60 600 0 0012 0 016 0 017 0 034

環境保全

※Ｈ２４環境照査時

H22年
予測

40,000 0.0039 0.010 0.014 0.027
環境保全

目標を満足

3
※環境保全目標：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

H42年
予測

60,600 0.0012 0.016 0.017 0.034
環境保全

目標を満足

※環境保全目標：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。



１．谷地形における大気への懸念について
■谷地形における大気質観測の事例
・長野自動車道 岡谷ＩＣ

気質観測 事

車線数 4 車線

規制速度 70 ㎞/h

交通量

・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近

至 塩尻
A

交通量
（H22ｾﾝｻｽ）

44,775台/日

測定位置：
長野県岡谷市今井

予測位置：
横浜市栄区上郷

至 公田IC
B

B'

公

至 釜利谷JCT

至 岡谷JCT

A'
岡谷IC

車線数 6車線

設計速度 80 ㎞/h

計画
交通量

60,600台/日
（釜利谷 公田 ）

至 岡谷JCT
交通量 （釜利谷JCT-公田IC）

予測位置：
横浜市栄区上郷
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測定位置：
長野県岡谷市今井

予測断面



１．谷地形における大気への懸念について
・長野自動車道 岡谷ＩＣ （横断図） ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）長野自動車道 岡谷ＩＣ （横断図） 圏央道（金沢 戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）
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■実測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
(台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

測定位置 予測位置

■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
（台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

※Ｈ２４環境照査時

濃度 濃度

H22年
実測

44.775 0.024 0.044
環境基準を

満足

濃度 濃度

H42年
予測

60,600 0.0012 0.016 0.017 0.034
環境保全

目標を満足

※国道２０号交通量：21 635台／日（H22）
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※環境基準：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。 ※環境保全目標：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

※交通量：Ｈ２２センサス

※国道２０号交通量：21,635台／日（H22）



１．谷地形における大気への懸念について
中国自動車道 圏央道（金沢 戸塚） 神戸橋付近・中国自動車道

測定位置：
兵庫県西宮市名塩

A

・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近

兵庫県西宮市名塩
予測位置：
横浜市栄区上郷

至 公田IC
B

B'

至 西宮山口JCT

至 釜利谷JCT

至 宝塚IC

A' 車線数 6車線

規制速度 80 ㎞/h

交通量
（H22ｾﾝｻｽ）

124,014 台/日

車線数 6車線

設計速度 80 ㎞/h

計画
交通量

60,600台/日
（釜利谷JCT-公田IC）

測定位置：

予測位置：
横浜市栄区上郷

兵庫県西宮市名塩

6
予測断面



・中国自動車道 （横断図） ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）

１．谷地形における大気への懸念について
・中国自動車道 （横断図） ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）
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■実測値（二酸化窒素） 単位：ppm

予測位置

■予測値（二酸化窒素） 単位※Ｈ２４環境照査時■実測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
(台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H22年
124 014 0 031 0 053

環境基準を

■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
（台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H42年
60 600 0 0012 0 016 0 017 0 034

環境保全

※Ｈ２４環境照査時

7

実測
124,014 0.031 0.053

満足

※環境基準：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

H42年
予測

60,600 0.0012 0.016 0.017 0.034
環境保全

目標を満足

※環境保全目標：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

※交通量：Ｈ２２センサス

※国道１７６号交通量：22,482台／日（H22）



・一般国道16号 八王子バイパス

１．谷地形における大気への懸念について
・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近般国道16号 八王子バイパス

測定位置：
東京都八王子市打越町

至 八王子

圏央道（金沢 戸塚） 神戸橋付近

予測位置

A

予測位置：
横浜市栄区上郷

至 公田IC
B

B'

至 釜利谷JCT

至 相模原

A'車線数 4 車線

規制速度 60 ㎞/h

交通量
（H22ｾﾝｻｽ）

46,496台/日

車線数 6車線

設計速度 80 ㎞/h

計画
交通量

60,600台/日
（釜利谷JCT-公田IC）

予測位置：
横浜市栄区上郷

測定位置：
東京都八王子市打越町東京都八王子市打越町

8
予測断面
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・一般国道16号 八王子バイパス （横断図） ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）

１．谷地形における大気への懸念について
・一般国道16号 八王子バイパス （横断図） ・圏央道（金沢～戸塚） 神戸橋付近 （縦断図）
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■実測値（二酸化窒素） 単位：ppm

測定位置 予測位置

■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm※Ｈ２４環境照査時■実測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
(台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H22年
46 496 0 021 0 040

環境基準を

■予測値（二酸化窒素） 単位：ppm

時点
交通量
（台/日）

道路
寄与
濃度

ﾊﾞｯｸ
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

濃度

年平均
濃度

日平均値
年98%値

評価

H42年
60 600 0 0012 0 016 0 017 0 034

環境保全

※Ｈ２４環境照査時

実測
46,496 0.021 0.040

満足

9
※環境基準：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

年
予測

60,600 0.0012 0.016 0.017 0.034
環境保

目標を満足

※環境保全目標：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0,06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。
※交通量：Ｈ２２センサス



■現計画 至 狩場

２．環状４号線の下越え提案について

■現計画

・既存の釜利谷ＪＣＴより、本線縦断勾配４％（※）で
トンネル構造にて戸塚方向に下り、環状４号線を
橋梁で上越し。

場

至

並
木木

※本線縦断勾配4％とは、道路構造令に基づく当該道路の
設計速度80km/hにおける規定値であり、勾配がきつくなると
走行速度が低下し、他の高速車の走行を妨害したり、
追越し等により交通事故の要因となる。

至 横浜環状南線 釜利谷ジャンクション
至

戸
塚

横浜環状南線 釜利谷ジャンクション

至 横須賀

縦断勾配４％の例（東京湾アクアライン）

縦断勾配４％(L=2,190ｍ)

４％

至 川崎 (L=450ｍ)

至

戸

(L 2,190ｍ)

至

釜
利
谷

10

至 木更津

戸
塚



２．環状４号線の下越え提案について
■地元住民提案の下越え案

至 狩場 当該ランプは 横横分流（ａ）から横環南

横浜横須賀道路狩場方面から
横環南戸塚方面へ向かうランプ

・住民から提案された下越え案は、ランプの設計速度が５０㎞/ｈと
仮定すると、縦断勾配は、特例値の７．５％も満足しないと推測
される。

至 狩場

当該ランプは、南線分岐点（ｄ）からＧラ
ンプ交差（ｅ）までの縦断勾配が８．３９％ Ｃランプ縦断図 計画高

当該ランプは、横横分流（ａ）から横環南
線交差（ｂ）までの縦断勾配が８．８９％と
推測。

縦断図
至

並
木

と推測。

ｅ
Ｇランプ交差
STA G 11+30

Ｃランプ縦断図 計画高

ａ地点

本線

縦断

本線

●

STA.G-11+30

検討方向

ｃ地点
ｂ地点

8.89％
1.86％

高低差
12.2ｍ

至
●

ｄ
本線分岐点
STA-1+40

0 100 200 300 400 500距離（ｍ）

至

戸
塚

横浜環状南線

・ランプ上では、自動車が常に一定速度で走るよりも、むしろ常に速度変化を伴うものである。
したがって、ランプの線形は、道路利用者が走行速度の変化に円滑に適応できるよう設計
する必要がある

規定値：「道路構造令の解説と運用」社団法人日本道路協会

至 横須賀

横浜環状南線 する必要がある。
・縦断勾配は、ランプ設計速度50km/hの場合、規定値5.5％である。
・地形状況や既存施設交差条件等やむを得ない場合は、特例値として7.5％まで適用可能
であるが、なるべく緩やかな値を用いることが望ましい。
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■事業者が作成した４つの代替案の評価

２．環状４号線の下越え提案について

・環状４号線を下越えし、かつ道路構造令を遵守した事業者案を４案提出
いずれも、事故・渋滞リスクやコスト、自然環境改変面積の増大といった課題有り

検討にあた ては Fランプ（上り線から地下で分岐 横横道を

検討の基本条件
①道路構造令等の諸基準を遵守。

Fランプを事業用地外の山岳地に配置する案 Fランプを事業用地内に配置する案

検討にあたっては、Fランプ（上り線から地下で分岐、横横道を
横過し、横須賀方面へのランプ橋に接続）の自由度が最も高
いことから、Fランプの配置位置に応じて２案を抽出した。

②南線のために先行整備されている横横道のJCT部に接続。
③いたち川との離隔を5ｍ確保。
④支障物件が回避できない場合においても、移設を前提に試案を
検討。

案１ 案２ 至 狩場
至 狩場

Fランプを事業用地外の山岳地に配置する案 Fランプを事業用地内に配置する案

Fランプ
R＝80m

調整池の移設
案１ 案２ 場

至

並
木

至

並
木

至

戸
塚

横浜環状南線

至

戸
塚

横浜環状南線

至 横須賀至 横須賀

【案１の設計概要】
○工事期間中における供用線の交通への影響、既設構造物への影響低減
のため、Fランプを事業用地外の山岳地に配置する。

○土被り1D以上を地下式とし、コンパクトなループランプとした。しかし、施工
範囲は増加するため 自然環境の追加調査を実施し保全策の再検討を

【案２の設計概要】
○自然環境への影響低減のため、事業用地の有効活用を図り、Fランプを

釜利谷JCT内に配置する。
○施工範囲が、供用線のJCT内となるため、制約が多く、工事も輻輳する。
○新設道路による自然環境への影響は低減できるものの 釜利谷JCT内

至 横須賀

範囲は増加するため、自然環境の追加調査を実施し保全策の再検討を
行う必要がある。

○施工の確実性、交通安全上の観点から、ループランプを地上式とする考
えもあるが、自然環境への影響増大が課題となる。

○支障物件との干渉は回避できていない。

○新設道路による自然環境への影響は低減できるものの、釜利谷JCT内
の調整池の代替設備が必要となるため、調整池の下流にある横横道の
ビオトープ（ホタル水路）が消失する。

○支障物件との干渉は回避できていない。

※第１０回技術検討会（H21.4.11）資料を基に作成
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２．環状４号線の下越え提案について

前出の案１・案２について、分合流のノーズ端を釜利谷ＪＣＴ側に移動し、

ＪＣＴの縮小化を図った場合について検討する。

更なる検討（地元協議における意見を踏まえて）

・住宅密集地域の直下に、超大断面区間を配置することは

回避できないか。

・超大断面となる分合流部は釜利谷JCT側に移動できないか。超大断面となる分合流部は釜利谷 側に移動できな か。

案１の分合流部を釜利谷JCT側に移動する案 案２の分合流部を釜利谷JCT側に移動する案案３ 案４

至 狩場
至

並
木

至 狩場
至

並
木

至

戸
横浜環状南線

至

戸
横浜環状南線

戸
塚 横浜環状南線 塚 横浜環状南線

【案３・案４の設計概要】

○住宅密集地域の直下に超大断面区間を配置することを回避するために 分合流部を釜利谷JCT側に移動する

至 横須賀 至 横須賀

橋 梁
トンネル
切 土
盛 土○住宅密集地域の直下に超大断面区間を配置することを回避するために、分合流部を釜利谷JCT側に移動する。

○分合流部を釜利谷JCT側に移動することにより、ランプ延長は短くなる。

○一方、ランプ延長の縮小に伴い、ランプの縦断線形の自由度は低くなる。

※第１０回技術検討会（H21.4.11）資料を基に作成 13

盛 土
すり付け・明かり部
擁 壁
遊 水 池



※第１０回技術検討会（H21.4.11）資料を基に作成

２．環状４号線の下越え提案について

・下越え案は、例えばランプトンネル内で、急曲線、急勾配が連続するなど幾何構造条件が厳しいため、
事故や渋滞が発生する可能性が高くなる。

事業者作成の各案における主要ランプの縦断勾配の構成と総延長
例（案２） 至 狩場

ランプトンネル内
での急曲線
戸塚→横須賀方面への
ランプの曲線半径80ｍ

例（案 ）

b

a

b

至

並

（ｍ）

並
木

案２：戸塚→横須賀方面へのランプ縦断
戸塚→横須賀方面へのランプ延長７１５mの間で、縦断勾配
が（上り）６ ％～（下り）３．９ ％と変動し、走行性は低下。

例

至

14

至

戸
塚

至 横須賀

ａ ｂ



■現計画と事業者で作成した４つの下越え案の比較検討結果 ※第１０回技術検討会資料（H21 4 11）

２．環状４号線の下越え提案について
■現計画と事業者で作成した４つの下越え案の比較検討結果 ※第１０回技術検討会資料（H21.4.11）

※第２回庄戸トンネル検討会資料（H21.4.14）
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２．環状４号線の下越え提案について
■平成24年11月15日に住民より提示された「下越え」案
・提示された平面図のみで検討したところ、縦断勾配の基準は満たしていると思われる。
・しかしながら、合流から分流までの必要距離の不足や車線変更交差箇所の発生などが生じると思われ
るため安全性の低下が心配される。
⇒ 詳細に検討するためには 具体的に設計の考え方等を伺う必要がある

狩場

至

並
木

⇒ 詳細に検討するためには、具体的に設計の考え方等を伺う必要がある。

交通流の交差（合流→分流）必要距離が確保できない
⇒安全性の低下や渋滞の助長のリスクが発生

ＪＣＴ既存ランプの拡幅が必要
（１車線⇒２車線）

至 狩場

事業用地追加確保に伴う
新たな関係者の増
（ランプ拡幅を含む全域）

拡大図

至

戸戸
塚

至 横須賀

車両の車線変更交差箇所が２回発生する
⇒安全性の低下や渋滞の助長のリスクが発生 16



２．環状４号線の下越え提案について
■ 平成24年11月15日に住民より提示された「下越え」案について、今後下記

項目（案）について、住民の方々との対話を実施予定

新下越え案

環境影響検討項目 検討内容（案）

検討項目

大気 縦断勾配の適用範囲に伴う排出ガスの影響など

開通後の住宅地
への影響

（騒音・振動）
開通後の住宅地への影響（騒音・振動）など

工事中の住民工事中の住民
への影響

（騒音・振動）

非開削工法の適用や換気所の建設に伴う開削工事など、工事中の住民への影響（騒音・振動）など

地盤沈下 施工に伴う地盤沈下の有無や影響など

周辺自然環境
（植物・動物） 周辺自然環境（植物・動物）などへの影響

その他の検討項目 検討内容（案）

利用者の安全性 分岐・合流の連続や短距離間での車線変更が生じることによる基準や交通安全上の観点など利用者の安全性 分岐・合流の連続や短距離間での車線変更が生じることによる基準や交通安全上の観点など

既設構造物への影響
横浜横須賀道路の既設４ランプの拡幅工事や社会的影響の大きい既設構造物の移設工事、通行止めを
含む交通規制など

事業用地内の
トンネルの地上部についての有効利用など

事業用地内の
有効活用

トンネルの地上部についての有効利用など

トンネル換気 換気所の負荷や換気設備の追加など

確保 プ拡幅 新 プ 伴 新 確保 響

17

用地の確保 釜利谷ＪＣＴの既設ランプ拡幅や新設ランプに伴う新たな用地確保の影響など

施工費用 施工費用



■アンケート原票

３．コミュニケーション広場におけるアンケート原票

■アンケ ト原票

●コミュニケーション広場 第15回（平成22年11月5日） ⇒ 別紙１●コミュニケ ション広場 第15回（平成22年11月5日） ⇒ 別紙１
開催場所：栄区民まつり（横浜市立本郷中学校）

●コミュニケーション広場第16回（平成23年3月11日） ⇒ 別紙２●コミュニケ ション広場第16回（平成23年3月11日） ⇒ 別紙２

開催場所：JR大船駅

●コミュニケーション広場第17回（平成23年11月5日） ⇒ 別紙３●コミュニケーション広場第17回（平成23年11月5日） ⇒ 別紙３

開催場所：栄区民まつり（横浜市立本郷中学校）

● ミ ケ シ ン広場第18回（平成24年3月22日 3月23日） ⇒ 別紙４●コミュニケーション広場第18回（平成24年3月22日～3月23日） ⇒ 別紙４

開催場所： JR大船駅

●コミュニケーション広場第19回（平成24年11月3日） ⇒ 別紙５

開催場所：栄区民まつり（横浜市立本郷中学校）
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精査中４．今後の対応方針（原案） ※第４回事業評価監視委員会資料より（再掲）

事業継続

・首都圏中央連絡自動車道及び横浜環状道路の一部を構成する路線であり、全体としての

事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

・これまでの合意形成の取り組みにより、当該区間の用地取得が一定程度進捗していることを

踏まえ、今後も、住民の方々との話し合いを継続し、事業への理解と協力が得られるよう

努め、事業を推進。
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別紙１



別紙２



別紙３



別紙４



別紙５


